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研究テーマ 「ＰＴＡとして在県外国人生徒・保護者のためにできること」 

 

１ はじめに 

提案校と決まった時から、私たちはどんなテ

ーマで発表しようか学校と一緒に検討を重ねて

きました。その結果、「ＰＴＡとして在県外国人

生徒・保護者のためにできること」というテー

マに決まりました。何ができるかについては、

まだ試行を重ねている段階です。今回は、昨年

度から私たちが少しずつ取り組んできたことを

中心に発表します。 

 

 

２ 学校紹介 

平成 16 年に清水ケ丘高等学校と大岡高等学

校が再編統合し、県立横浜清陵総合高等学校と

して新たに開校しました。平成28年、県立高校

改革実施計画により、平成29年度から単位制普

通科への学科改変を指定され、平成29年４月に

横浜清陵高等学校に校名が変わり、学科も総合

学科から普通科に変わりました。平成30年度ま

では総合学科と普通科が混在する状況です。 

 

３ 在県外国人を知ろう 

校名が変わったことにより、在県外国人募集

枠10名が新設されました。 

「在県とは一体なんだろう？」「どのようなも

のなのか？」ＰＴＡ運営委員会で疑問が出まし

た。そしてＰＴＡとして在県外国人生徒・保護

者のために何かできないか？といった声があが

りました。 

そこで、昨年7月のＰＴＡ運営委員会終了後、

横浜清陵高校の元社会科の先生で、平成29年度

から多文化教育コーディネーターを務めてくだ

さっている山根先生を囲んで勉強会を開催しま

した。 

 

山根先生の勉強会で使ったスライドの一部を

お借りしご紹介します。なお、スライド内に出

てくる数字は勉強会当時のものです。 

日本に住む在日外国人・外国につながる生徒

は平成28年12月現在で約240万人。また、日

本国籍はあるが外国にルーツがある人は数百万

人。その生徒を「外国につながる人・生徒」と

呼ぶということを教わりました。 

また、ずっと前から日本に住んでいる人や日

本生まれの人は日本語の問題はないが、逆に母

国語ができない。最近日本に移住してきた人は

日本語ができないという実態も教わりました。 

 

日本語指導が必要な外国籍の子どもたちは

年々増加し、神奈川県の公立高校に在籍する日

本語指導が必要な生徒数は外国籍生徒552名、

日本国籍90名で全国１位。その理由の一つに来



日３年未満の外国籍者または日本国籍取得３年

未満の人を対象にした「在県外国人特別募集枠」

があげられています。 

 

平成29年度入試から募集校が13校に拡大し

ました。横浜清陵高校を含め、６校が新規募集

を開始。３校は募集停止しましたが、募集定員

も119名から145名になりました。 

 

しかし、せっかく高校に入学できても、「勉強

についていけない」「居場所がない」などの理由

で中退する生徒が出るという状況から、平成19

年に「多文化教育コーディネーター」制度４校

で始まりました。これは、学校と連携しながら、

日本語を母語としない生徒に必要な支援方法を

考え、適切なサポーターを派遣する制度です。

平成29年度には21校に拡大しました。 

 

横浜清陵高校では、平成29年度に10名の在

県外国人生徒が入学しました。学校側の支援と

して、個別対応授業を行ったり、放課後の補習

を行ったりしています。居場所作りでは、国際

交流部の活動で日本人生徒との交流を図ってい

ますが、どうしても同じ国籍同士で固まってし

まい、なかなか交流できていないのが現状です。 

 

 

 

 

一方、ＰＴＡに対する外国人保護者の実情に

ついては、ＰＴＡという組織が母国にないこと

が多く、その存在を理解できない。理解できて

も生活に追われて活動できない。これは日本人

家庭でも同じです。興味、余裕があっても言葉

の壁のため参加できない。 

そういった外国人保護者への配慮の例として、

ＰＴＡの存在・活動目的や意義などを理解して

もらうための案内を用意する。説明会の時に通

訳をつける。ＰＴＡ関係のお知らせや広報紙に

ふりがなをつける。その他、役員決めの時にで

きそうな係を用意したり、日常会話ができる保

護者と一緒に組むといったことがあげられまし

た。 

また考えられる活動例では、文化祭で自国の

お菓子、お茶などを出す。通訳をつけて外国人

保護者「座談会」を開き、学校のこんなところ



がわからない、こんな悩みを持っているといっ

たことをＰＴＡ役員と一緒に考える。ＰＴＡの

たよりなどで日本のハウツーなどを載せる。 

勉強会では、多くのヒントをもらい貴重な時

間となりました。 

 

４ アンケートの実施 

勉強会を踏まえて、一気に「座談会」の開催

も考えましたが、ＰＴＡの存在を理解できてい

ないのではないかということで、在県外国人生

徒とその保護者にアンケートを行うことにしま

した。 

 

こちらが生徒用のアンケートです。 

 

こちらが保護者用アンケートです。 

 

 

 

 

 

５ 学校行事を案内しよう 

アンケートの結果を踏まえ、まずは、学校行

事に参加してもらえれば、とその案内をすると

ころから始めました。 

今年の３月、平成30年度合格者説明会後の在

県保護者懇談会で、「ＰＴＡについての案内」の

時間を作っていただきました。通訳の方が来て

いたので、ここがチャンスとばかりに・・・Ｐ

ＴＡの説明、体育祭、文化祭などを紹介し、保

護者も学校へきてもらうように案内などを行っ

た後、前年度と同じアンケートを実施しました。 

 

  



合格者説明会後の在県保護者懇談会で案内し

たので、昨年より来校される在県外国人保護者

が増えるのではないかとの期待を込めて、９月

の清陵祭で外国人保護者にも分かりやすい案内

図を生徒会と合同で作成しました。 

案内図上に置く情報として、出展名を日本語、

英語、中国語で表記。パンフレットからの紹介

を入れて、食べ物など種類によって色を分類し

ます。作成準備として、まず生徒会にパンフレ

ットデータを提供してもらいました。次に出展

名の翻訳ですが、英語は英語科の先生に、中国

語は国際交流部の生徒に手伝ってもらい、最後

にできあがったものを案内図に貼ることにしま

した。 

 

 

案内図作成の様子です。９月20日の全日準備

の時に作業を行いました。生徒会は他の準備が

あったため、貼り付けの作業は本部役員と先生

で作業しました。使わなくなった校内案内図を

再利用し、出展配置図を見ながら、貼っていき

ました。 

 

当日の様子です。本部のどら焼き販売スペー

ス付近に案内図を設置しました。校内案内図を

見ている人の多くは日本人と思われ、残念なが

ら外国籍の方のお役に立てたかどうか確認はで

きませんでした。 

 

６ まとめ 

国籍、文化の異なる生徒・保護者にすぐに何

かできるものではありません。私たちは、実際

に動き始めたばかりです。この先うまくいくか

どうかもわかりません。しかし、目を向けるこ

とが大切だと思います。 

横浜清陵高校も２年目に入り、在県外国人生

徒も２学年で20名に増えました。ＰＴＡに目を

向けてくれる外国人保護者はいなさそうですが、

私たちから働きかけ、いつか座談会の開催がで

きることを願っています。 


